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令和６年度 東郷町立諸輪小学校 第4回学校運営協議会 議事録 

１ 開催日時 

令和６年12月10日（火） 10時00分から 

２ 場所 

東郷町立諸輪小学校 校長室 

３ 出席者（敬称略） 

福岡吾隆（校長）、桑原久和（教頭）、中村悦子、山口芳生、加藤達雄、矢谷義信、加藤

正春、近藤鑛治、柘植昌司、近藤真琴、上村直樹（諸輪中学校長）、古山愛、酒井保幸、

水野まゆ 

４ 議事 

⑴ 熟議 

先回の学校運営協議会において、協議会としてどのようなことを行うべきか改めて話し合うこと

となったため、「諸輪の子ども達のために、地域の大人として何ができると思うか」をテーマに、

グループに分かれて話し合い、意見を発表。 

ア 地域イベントの復活と子ども達の参加促進 

・地域イベントの復活は難しいが、子供たちの参加を促進することが重要 

・盆踊りなどの伝統的なイベントを通じて地域の繋がりを強化する 

イ 地域でのあいさつ運動 

・地域でのあいさつ運動の重要性について議論 

   ・あいさつが防災対策にも役立つ可能性についての意見（あいさつ運動のプレートを作成し、 

実施期間を設けてはどうか） 

ウ 地域の見守り活動の強化 

・危険箇所の見守りを行う中であいさつが増えている一方で、下校時の不審者についての懸念 

・地域の見守り活動の強化と保護者・祖父母への協力依頼（地域の方に下校時の見守りを依頼 

する、見守り活動を行う人がわかる目印を用意してはどうか） 

  エ 地域活動の推進と地域資源を活用した具体的なアイディアの実行 

   ・地域の人材や資源（愛知池や企業）を活用した具体的なアイディアについて何かできないか。 

   ・今後の活動について、できることから始めたい。 

⑵ 学校経営の中間報告 

ア 6年生のボート体験の実施について 

6年生のボート体験の実施について報告があった。 

継続的な取組みとするために、ボート体験は天候に左右されるため予備日を設ける必要がある。 

バス手配の調整が課題。 

   ・学校に負担をかけないようにするという方針を再確認。 

   ・指導者やボートクラブなどの協力を得て、スムーズに事業を進める必要がある。 

  イ 味覚の授業と農業体験の連携について 

    味覚の授業と、農業体験の事業実施について報告があった。 

    3年生が収穫したお米を6年生が食べたことに対する意見あり。 

    味覚の授業における教員の負担が大きいことと、農業体験と味覚の授業をどの学年で実施する
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かが決まっていないことが課題であることから検討を行った。 

⇒味覚の授業と農業体験を5年生で統一して実施する方向で進める。 

    また、コーディネーターが学校と地域の連携をスムーズに行う役割を担い、教員の負担を軽減

するための具体的な対策として、連絡体制を一本化する。 

⑶  その他 

ア 学校の畑の有効活用について 

  学校の畑の整備に関して校長から依頼あり 

  畑の活用方法と現状の課題についての説明があった。 

  地域の方々に協力を依頼し、畑の整備を進めて活用することで地域との関わりを深めるねらい。 

  まずは、地域の畑に詳しい方を紹介してもらう 

イ 学校の校庭整備と協力者の募集についても同様の話あり 

ウ 豊田信用金庫が1月15日に5年生対象の金融教育事業を実施予定 

エ 学校運営協議会の連絡をスムーズにするため、eメッセージを利用したメッセージ配信を導入 

したい。委員の登録をお願いする。 

オ 校長室の工事日程についてお知らせ 

 

第5回学校運営協議会は3月4日（火曜日）に開催予定 


